
「「魚を育む海岸づくり」の推進魚を育む海岸づくり」の推進
－水産物の供給増大と海岸の保全のために－

　国連海洋法条約の批准等の新海洋秩序への移行など水産業を取り巻く環境変化に
対応し、国民のニーズに的確に対応した水産物の安定供給を図るため、沿岸漁場の高
度利用を促進することが重要となっています。
　また、近年の津波、侵食等による災害の発生などに鑑み、海岸域における防災機能
の向上が求められています。
　このため、水産基盤整備事業と海岸事業の連携により、投資の効率化を図り、事業
効果を早期に発現させ、沿岸漁業の安定的な発展と水産物の供給の増大、海岸の防
護による国土の保全に資するものです。

■
事
業
目
的
■

　水産庁所管である水産基盤整備事業の水産物供給基盤整備事業と農林水産省（農
村振興局、水産庁）及び国土交通省（河川局、港湾局）所管である海岸事業が連携して、
藻場・干潟等の造成、増養殖場の整備、海岸の防護等を行います。

■
事
業
内
容
■

連携の方法

海　岸　事　業
離岸堤・人工リーフ等の整備

水産基盤整備事業
藻場・干潟等の整備・増養殖場の整備

水産生物の育成場の造成
（水産基盤整備事業）

離岸堤（消波堤）〔合併施行〕
緩傾斜護岸〔海岸事業〕

人工リーフ〔海岸事業〕

静穏な水域を利用した増殖場造成
（水産基盤整備事業）

藻場・干潟の造成、増養殖場の整備を行う水産基盤整備事業と
海岸保全施設の整備を行う海岸事業が連携して、魚などの水産
動植物にやさしい海岸づくりを実施します。

水産基盤整備事業の消波堤と海岸事業の離岸堤の合併施行
水産基盤整備事業の増養殖場と海岸事業の人工リーフの
一体的整備　など


